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市民からの意見聴取概要

1．開催経過と今後の予定

5 月 10 日
鶴 岡まちづ くり塾 l

温海 グループ
ま 温海地域の 「まちづ くりの方向性」

5 月 22 日
温海 温 泉旅 館 組合 青

年部
∃三日 あつみ温泉の振興

5 月 30 日‘ 温海地域振興懇談会 懇
これか らの 10 年で温海地域の活性化に重

祝 したい着眼点

6 月 6 日
あつ み湯 けむ り女子

会
≡女 温海地域の 「まちづ くりの方向性」

7 月 3 日
鶴岡まちづ くり塾 ≧ま この 10 年で鶴岡市温海地域に大切な こと

温海 グループ （もの）

7 月 9　日
温海 農 業次 世代 担 い

手 ミーテ ィング
≡農

担い手の確保 と 10 年後の温海地域の農業

廃校施設の利活用

中山間地域 ならではの作物振興

8 月 9 日 温海地域振興懇談会
温海地域の今後の 「施策の方向性」及び 「具

体的事業」

8 月 24 日
温海 地 域農 業振 興会 鶴岡市農業 ・農村振興計画 （つ るおかアグ

議 リプラン）の策定

8 月 30 日 自治会長会 地域振興の方向性等 （市長 との対話集会）

9 月 11 日
温 海地 域 の未 来 を語 各種地域振興団体の活動方針や温海地域の

る会 未来予想等 （予定）

2．意見聴取の概要

1 ．経 済 効果 を感 じれ ば後 継 者 確保 につ な が る。 ≡青 稼 ぐ力

温 泉街 の 魅 力
2
マ ンパ ワー に 限界 が あ るた め、 「イ ベ ン ト」 よ りも 「魅 力 あ る

∃　∃三
日常 」 を意 識 した施 策 を 展 開す るべ き。 i 日 来訪 動 機

戦 略

3

魅 力 あ る店 舗 （来 訪 動 機 ） は チ ッ トモ ッシ ェ しか な い の が現 1

字音状 。 も う 2 ～ 3 魅 力 あ る店 舗 が あれ ば 、 あ つ み 温 泉 は劇 的 に 空 間 ・景 観

変 わ る。

4
あつ み 温 泉 は 、「どん な価 値 を提 供 」 して い くの か 、再 考 した

：虫

ほ うが よい。 ：＝



5
朝市広場の日中の賑わいづくりは 「検証 しながら」「変化させ

≡青
ながら」魅力あるスポッ トを目指す。

6 あつみ温泉はアットホームな温泉地と思っている。 童女

7
ばら園はバリアフリーになっていない。足腰に優しい観光地

匝
を目指すべき。

8 朝市広場の店舗をもっと借りやすい環境に。 女

9 多くの人に聞かれるが、ばら園に足りないものは駐車場。 女

10 空き店舗の活用はいいが、貸してくれる店があるかが課題。 女

11 これからの温泉地は、癒 しの場作 り、高齢者に優しい街。 ≡女

12

高齢者も楽しめるように、温泉街の空き地を活用したばら園

＝の拡大はどうか。そ ういったふ うにきれいな環境で過ごせる

ことが女性にとってはありがたい。

㌫㌫意表遠績逼塞㍍滋議指定競滋滋浣嵐淀運送邑㌫憲露競淡色露表靂壷署鐙症浩醤露＊震霜＊撞㌫緑藻童顔維幻
攣笹鍔筋鱒帯封畢熱黎深澤饉鱒野墜墜華甲鱒橙幣鱒澱塁禦撃幣笹岸等※壷符打落睾橙葦葦野蚕霊禁教鞘汝

1
価値観は人それぞれなので、こんな物がと思うようなものに

女
新たな価値

価値を見出す方もいる。 観光資源

発信
2
恋する灯台に認定された鼠ヶ関灯台を活用 した企画や P R 等

懇
もやっていきたい。 稼ぐ力

3
地域の資源を発信するため、観光施設の整備を行い経済の発

ま
展につなげることが重要だ。

1 N P O 法人の活動展開に併せて、素材のP R 拡充を図るべき。ほ 発信

素材の発掘

体験観光

記録 ・継承

2 温海地域全体の観光コースの提案や P R が不足している。 斥

3 じゃらんネットでも体験メニューが増えている。 惇

4
地域の伝統文化 ・祭 ・食文化 ・習慣などを記録し、豊かな暮 ぎま
らしや先人の生活の知恵を継承することが重要だ。

1
所得がないところに生活が成 り立たないわけで、地域の所得

懇
稼ぐ力

を上げるという着眼点も必要ではないか。 新たな価値

ブラン ド・プラ
2
農業関係を中心に所得を上げる施策、特に高速道路近隣の施

懇
設産業を充実させるべきと考える。 イ ド

3

廃校跡の活用とい う視点があったが、旧福栄小学校に、松ヶ

懇岡関連の養蚕を取 り入れる事業が進んでいるようだ。鶴岡は

シルクの街でもあるので、是非大々的に展開してもらいたい。



4

目沿道が開通 して鼠ヶ関に道の駅ができる。産直施設があれ

≡まば売る場所ができる。文化として農業を守 りながらお金に換

える仕組みを考えるべき。

5 収穫した野菜等を 「お金」にしようとする意識が薄いと思 う。 農 ・

6
楽しく農業をしてお金を得て飲みに行 く。それが楽 しい農業

曲
の入口ではないか。 ノ責

7

レタス 2 0 a で 1 0 0 万 とれる事例がある。それに対しコメ

農
だとせいぜい 4 0 万。　 技術と経験があればレタスはコメの

倍収入がある。このように探すとおいしいものはある。「おい

しいもの探 し」のような夢のある話をしていくのもいい。

1
温海地域は組織 （団体）が多く、意思決定などの関係で動き

ま
自治機能

にくい感 じ。個人が動きやすい環境づくりが必要。 コミュニティ

人材育成

新たなツール

2 公共的な財産をしっかりと管理 していく体制の維持。 ま

3
地域への誇 りを持ち、地域のことを自分のこととして考えら

ま
れる人を増やすことが重要だ。

4 新たな情報連絡手段 （L I N E など）が必要になる。 ま

1

親世代が地域で楽しんでいる 「姿」を子供達にもっと見せる

iま

教育

べき。その際の 「楽 しむ場所」「集まる場所」が不足 している。 チャレンジ

地域の公民館では敷居が高い。 「足」の確保

ハンデの緩和
2
ものごとに対し、リスクを気にしすぎるあまり 「チャレンジ 】

とま
精神 （まずやってみよう）」が薄い。 暮らし続ける

関係人口

3
医療機関への通院や通勤通学に時間的ロスが大きい。それが、

姜ま
温海地域から市街地への転居 －（転出）する大きな要因。

4

市街地への通学に 5 0 分。親が子供を高校まで送迎。温海地

…ま域は 「時間」「費用」がかかる。天候次第では J R がス トップ。

高齢者は医療機関への通院が困難。

5 大人が地域に対して否定的ではだめ。 ≡ま

6

越沢の高校生に取材 したところ、将来帰ってくる回答多い。

書ま何故か。面白いから。面白い人が多いから。

集落に対する愛着を子供の頃から感 じさせるべき。

7 子供に、自分の思いなどを 「言わせる場」が有効。 ∃ま

8
若い人たちが定住できる場所や環境づ くりを進める必要があ

喜ま
る。



9

若い人たちが楽しんで働ける場、若者のニーズを考慮 した働

要ま

l
】

く場をいかに作り上げていくかがポイン トになってくるので

はないか。

10

全国的な人口減少社会の中、今住んでいる人が楽 しく健康に 】

≡懇暮らしていくにはどうすれば良いのかという視点で考えるべ

きではないかと常々思っている。

11

温海地域婦人会と婦人連絡協議会から脱退する組織が多く残

極念に思っている。温海地域婦人会の会員も年々減少 している。

各地域の活動で女性の果たす役割は大きいが、適齢の女性の

絶対数の減少時心配である。

12

これまで、社会教育に対する施策が市として十分でなかった

懇のではないかと感じている。特に、婦人会、老人クラブ、青

年団等の活動を見過ごしてきたのではないかと。

13

高齢者の移動手段に関しては、小型 ・中型のバスを活用し乗

≡懇継に配慮 した地域交通や、各地域の実情に合わせた移動手段

の確保をお願いしたい。

14

山大農学部等 ともコラボレーションしながら、新 「道の駅」

懇などの 「出口」を見据え、旧温海高校を活用 した高付加価値

農業 （水耕栽培など）’を展開できないかと考えている。

15

首都圏等で活躍している地域出身の方々から地域活性化のお

書懇

【

手伝い（応援）していただくよう働きかける施策はどうだろう

か。

16

鼠ヶ関では 「放課後子 ども教室」を開いているが、働いてい

る子育て世代の一助になっていると思 うし、そういった取り室懇

組みの支援が必要。

17
（廃校活用は）農業では厳しい。まちづくりとい う観点で農

曲
業にこだわらないほうがいいのでは。 ノ売

18
特区の活用、まちづくり会社の設立など新たな取り組みにチ

ま
ヤレンジするべき。

4



■温海地域の施策の方向性（案）　　　　　　匝」



具体的事業（鼻）

！．－■採 京 浜 尋 塵 藤 ‥朝 顔 ㊥ 郎 鴎 療 輝 磯 波

○ 施 策 の 方 向 ○ 主 な 施 策 ○ 具 体 的 事 業

温 泉 街 の 観 光 施 設 や 景 観 の 整 備 を進 め 、 ① あ つ み 温 泉 街 の 景 観 整 備

開 園 か ら 5 0 年 以 上 経 過 し老 朽 化 した 温 海 公 園 （あ つ み 温 泉 バ ラ 園 ）

改修 し、 あ つ み 温 泉 の 観 光 の 拠 点 と市 民 の 憩 い の 場 と して の 整 備 を 行

ます 。 ま た 、 温 海 川 河 畔 桜 並 木 の 老 木 化 した 桜 の植 替 え や 「か じか 通

等 の 劣 化 した 休 憩 施 設 、 照 明 設 備 、 さ ら に 、 朝 市 広 場 を 観 光 客 や 地

民 の 滞 留 拠 点 とす る た め 、 新 た な 足 湯 の 整 備 や 施 設 の 改修 を 行 い 、

み 温 泉 街 の 景 観 整 備 を 進 め ま す 。

つ み 温 泉 街 の 賑 わ い づ く り

間 主 導 で 集 客 効 果 の 高 い イ ベ ン トに 対 し 、 一 定 の 財 政 支 援 を 行 い ま

尚 、 平 成 3 3、 3 4 年 は あ つ み 温 泉 「開 場 12 0 0 年 」 「湯 役 所 設 置 4 0 0

の 節 目の 年 に あ た る こ と か ら 、地 域 の 旅 館 ・商 店 な ど関 係 者 と 協 議

まが ら 、 地 域 が 一 体 とな りイ ン パ ク トの あ る イ ベ ン トの 開 催 に よ り、

よる誘 客 に 努 め ま す 。 ま た 、 朝 市 広 場 を有 効 活 用 した 日中 の 賑 わ い づ

や 地 元 商 店 の 自発 的 な 取 り組 み 並 び に 新 規 出 店 者 へ の支 援 に よ り、

衛 の 疲 あ い を創 出 しま す 。 併 せ て 、 温 泉 街 の 魅 力 向上 の た め 、 お も

し の 表 現 と し て の バ ラ 等 の 花 々 を 植 栽 し、 そ ぞ ろ歩 き の 楽 しい 温 泉

整 備 に 努 め ま す 。 更 に は 、 自治 会 、 旅 館 組 合 、 観 光 協 会 等 が 連 携 し

泉 街 の 魅 力 向 上 を 目的 に 行 う取 り組 み に 対 して 、 ま ち づ く りア ドバ

〇一 を 活 用 し て の助 言 等 を 行 い 、 温 泉 街 の 更 な る魅 力 づ く り に 努 め ま

罠 ‾、ごて∴′・＿車 線 誉 シ バ 欒 細 痺 十 事 業 期 間 、′

来 訪 者 が そ ぞ ろ あ る き を 楽 し め る 環 境 を確

あ づみ 温 泉バ ラ園整
高 齢 者や 幼 児 、瞳 がい者 など幅広 い 世代 が 楽しめ 、観 光 客

H 3 0～ H 3 2保 し、 併 せ て 魅 力 あ る店 舗 の 整 備 や 誘 客 事 を や 市 民の 憩 いの場 となるような公 園へ のリニュー アル （バ リア

業 の 展 開 に よ り温 泉 街 の 賑 わ い づ く りに 努 し＼
備 事 業

フリー化 等 ）を図 る。

め ま す 。 特 に 、 あ つ み 温 泉 は 平 成 33 年 、 3 4 り」

温 泉街 景 観 づ くり事
温 泉街 の桜 並木 の 更新 、休 憩施 設 や 照 明設 備 ・足湯 の リニ

ュー アルや 街 路 灯の L E D 化を通 して魅 力 ある温泉 街 を創 出

す る。

H 3 0′－H 3 4

年 に 鮨 白‾の秦 を 迎 え る こ と か ら 、 市 民 や 関 域 住

係 団 体 が 連 携 して 記 念 事 業 や イ ベ ン トの 開

催 な ど 、 温 泉 観 光 地 と し て 一 体 感 の あ る施

策 を 展 開 しま す 。

あっ

② あ

業

朝 市広 場 環 境整 備 事

業

滞 留空 間 となる足 湯 の整 備 や新 規 出店 のため の施設 改 修 を

支援 す る。
H 3 2一一H 3 3ま た 、＿国 民 保 養 温 泉 地 の 指 定 な ど も視 野 民

に い れ た 、養毒 薮 薩 泉 の 中 長 期 的 な 戦 略 を 、 す 。

あ つ み 観 光 協 会 や 温 海 温 泉 旅 館 組 合 、 地 域 年 J

あつ み 温 泉集 客 イべ

あつ み 温 泉野 外 能 楽 「せ せ らぎの能 」の 開催 支 援を継続 す る

H 2 9－、ノH 3 3

住 民 、行 政 な ど官 民 が 一 緒 に な っ て検 討 し、 しメ とともに、H 3 3 の 「あつ み 温 泉 開湯 1 20 0 年 」、H 34 の 「あ つ み

日 沿 道 全 線 開 通 後 も 通 過 点 と な ら な い よ う 更 ≠
ント実 施事 業 温 泉 酒 井藩 公 の湯 役 所 設 置 4 0 0 年 」を記 念 する事業 を支援

す る。
な 魅 惑 あ る 温 蒸 観 尭 鹿 を 目指 しま す 。 く り

温 泉

て な
朝市 広 場活 性 化 事 業

朝 市 広場 を活 用 した賑わ いイベ ント「朝 市 広場 D E ひ るい ち」
H 2 9、 H 3 1

街 の

て 温

イ ザ

す 。

の 開催 を支援 す る。

温 海 の食 P R 事 業
温 泉街 の 飲食 店 や 店 舗 の 自慢 の 一 品を P R す るイベ ント「あ

っ み温 泉 食 べ 物 自慢 フェス（仮 称 ）」の 開催 を支 痙 す る。
H 3 1へノH 3 3

空 店舗 活 用 事 業
温 泉街 へ の新 規 出 店者 に対 し、貸 借料 や 改 装費 の 一部 を支

援 する。
H 3 1（一H 3 3

　　　 濱・、．′
蒜芸 ■議■

　 － －　 き　 凄 ′巨　γ 憂 さ■ミ

橙、二・二省一一字・こ∨ミス・競・、盗邑蒜 蕊 ・湖

．．－ 塵．町。＿闘■濡■

H 2 9．9．9 あ つみ温 泉 野 外 能 楽 「せ せ ら ぎの能 」

　 賢く．禦

、毎へン絞。
温 泉街 フラワー 整備

事 稟

温 泉街 を花 筆で 植栽 し、おもてな しを表 現 す る。特 にバラ園

へ の誘 導 のため 、県道 沿 い はバ ラを中 心に植 栽 することを想

定。

H 3 1～ H 3 3

　　　　 ご塾苛肇
・ ■是≦ こ

まち づくりアドバ イザ 専 門家 の アドバイスをいただ きなが らワークショップ や 実践 を
H 2 9′、H 3 3

磋 一括 用 事 業 進 め、温 泉 街 や鼠 ヶ関 地 域 の魅 力 の向 上 を図 る。

H 30．6．1 0　 あ つみ 温 泉 ば ら園 ま つ りの 賑わ い



ト■姿 再 魂 薄 臆 二㌔一斗一恵 奮痕掛 凄翠像 を二・し噂 雛 瑠 岡津撼培擁 転 炉 ■、

○施策の方向 ○主な施策 ○具体的事業

県境付近に建設予定の IC 及 び周辺土地 ①新 「道の駅」を活用 した地域振興 ． ・く 嬢、 ㍉率　 言 ∵十　 字′　 事業内容　　 事巣期間‾

新「道の駅爛 連人材 地域資源活用などによる地域経営のノウハウ会得のための人 －H 33～H 34

利 用 計画による道路休憩施設の整備 をチヤ 鼠ヶ関 IC 周辺の道路休憩施設整備後の経営への参画も視野に入れ、

ンス と捉 え、鼠 ヶ関地域の新 たな観光の拠 マーケテ イング能力や実践能力、経営の管理運営能力を身につけた△塞

点 とす るためにハー ド、ソフ トとも優れた を膏成 します。また、新 「道の駅」整備後の既存道の駅の有効活用を図 育成垂業　 材育成を支援する。　日沿道開通後の道の駅「あつみ」しやりんのあり方や有効活

諾 去諾 」しや 芸≡芸芸慧 慧 志望芸 誓 ：紆 る灘 て＼有効活 H 33～H 35

サ ー ビスの提供 により来場者か ら重んでも るため、 しや りん とその周辺を・糾 パー クや体験をメインとした施設 と

ちえる′紛 こ「道‥の駅 l の運営を目指 します。

同時に既存の道の駅 「あつみ」 しやりん も

体験型の観光施設 として活用 を 目指 しま

しての活用などの検討 を進 めます。

②鼠 ヶ関地内の賑わいづ くり

す。 みな とオアシスの構成施設 となっている弁天島周辺エ リアを、観光客
はなさき路周、刀を魅力ある観光スポットとして整備するととも

また、新 「道 の駅」の開設 と連動 し、鼠 だけでなく常に人が訪れた くなるスポッ トとして、IC か ら鼠ヶ関地内へ ≡諾 芸の賑わい 竺こ藍 喜 芸 芸 宗票≡芸 言芸設置及びハ H 33～H 35

ケ関 集落 内に も賑わ いを創 出 し誘 客 を図 誘導する仕組み と、はなさき路周辺の整備 、「恋する灯台」への誘導看

り、来場者が新道の駅 を拠点 として、みな 板や案内板等の環境整備を図 り、来訪者が S N S で情報発信 したくなる

とオア シスであ る弁天島周辺か ら道 の駅 よ うな魅力ある観光地 を目指 します。また、まちづ くりア下パイザーを
観光椒 整備事業 芸禁の松庭園の修績（トイレ、東屋）や観光案内標識等の修 H 32～H 33

・・．・べ∴：・一三1

八森養■ミヨ

「あつみ」 しや りんまで広 ＿歯に薮 しめる 活用 したワークシ ョップ等 を開催す るなど、地域住民の一体感を醸成 し

観麺麺 づ くりを 目指 します。

さらに、鼠 ヶ関港 に水揚げ される新鮮 な

魚介類を地元で販売する仕組みを検討 し、

漁業の威 儀 寓 海 気 ■三〟の海嶺藤 両立 を図

ります。

鼠ケ閻地鯨の魅力∴の向 上を目指 します。
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H30．6．17 イカまつりの賑わい　　　　　　　 「恋する灯台」を背景にシーカヤック体験　　　　　　 念珠の松庭園　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　 【



○施策の方向

温海地域が有する豊富な自然や産業及び

伝統文化を活用した轟盛塾忽塑牽教育兼行
するとともに、既存宿泊施

設との兼ね合いも考慮しながら、農家民泊

の体制整備も進め、また、食文化をテーマ

としたイベントの開催支援など、外国人旅

行者を含めた交流入口の拡大を図り、地域

の活性化と農村集落の維持に努めます。

○主な施策

（D交流人口の拡大による地域活性化

NPO法人自然体験温海コーデイネットを引き続き支援し、体験型旅行

の受け入れ拡大や交流人口の拡大を目指します。さらに、需要はあるも

のの、受け入れ態勢が確立されていない民泊（農泊）については、教育旅

行の受入を徐々に実施しながら農家等の受け入れ態勢を整備します。

また、関川地区活性化計画の達成に向け、交流人口の拡大を目指し、

地元が主体的に実施するイベントの開催に対して引き続き支援します。

さらに、平成29年度のあつみ温泉への外国人来訪者が3，220人と、鶴

岡市の外国人来訪者の半数を占めていることから、全盈戯主星込呈

れる外薗‥人来訪者の利便性の向上のため、外国語表記の観光案内板やW

1－Fi環境の整備を図っていきます。

＝30，5　札幌西綾中学校教育旅行　「歌舞伎体験」

○具体的事業

． ′事襲名 ∴　 ′ ■　事業内容　　 ′ 事業期間

あつみ体験旅行推進

事業

豊富な地域資源を活かした体験型観光を推進 するため、

H 29～ H 33N P O 法人 自然体験温海コーディネットの活動を支援する

とともに、民油（農泊）受入れ者の施設改修を支援する。

関川地区活性化計画 交流人 口の拡大を図るため、関川地域活性化イベント（田
H 30～ H 32

推進事業 舎のうまいもん食堂）の開催を支援する。

外国人旅行者受入体 来訪者が多く訪れる観光施設等への W 卜Fiの整備支援や
H 31～ H 33

制整備事業 観光案内櫨等の外国語表記を進める。

H30．5．13　初めて開催された「田舎のうまいもん食堂」の賑わい 増加傾向にある外国人観光客



巨4 ；こ漣 森永産資源のてプラジ・新 色■‾、

○施策の方向 ○主な施策 ○具体的事業

地域農業を牽引す る庄 内たがわ農協と連 ①温海地域の食文化継承による地域振興 （ 来作　 活用 した地域振興） 巨　 事業名∴ 　　 事業内容 事業期間

携 し、担い手の確保や集落営農 の組織化、 温海地域 で古 くか ら栽培 されている在来作物等の安定生産体制の構

羽越しな布保存継承 しな織に特化した地域おこし協力隊を受け入れ、しな織のP
H 31～H 33こだ わ り米や鳥獣被害の少ない農産物の栽 集や更なる認知度の向上を図る取 り組み と食文化や技術の継承を推進

培、地産地消や少量各 品目でも流通できる します。また、皆伐跡地で焼畑あつみかぶ栽培等を行い、その後の再造 体制支援事業
Rや販売促進に係る取り組みを強化する。

仕組み づ窓骨 、また、温海地域の在来作物 林 と保育活動を一体的な事業 として取組み、焼畑あつみかぶの栽培技術

伝統的工芸品振興事 国の伝統的工芸品である「羽越しな布」を継承するため、後
H 29～H 33

で あ る焼畑あつみかぶや越沢三角そばの晶 の継承 と再造林経費の捻出による山林所有者の負担軽減 についてモデ

質の維持や生産拡大による地域活性化、更

には、？次産業化へ の支援 により教 義玩逢

幽 遠 墓 、高齢農家のいきがいづ くり及

ル事業 として検証す る事業への支援 を行います。

②温海地域高齢農業者の生きがいづ くり （他産地消の推進、温海産農産物

業 継者育成や需要開拓等に繋がる取り組みを支援する。

糸の文化で新たな価

値創造プロジェクト

鶴岡市が有する「古代（しな糸）」「近代（シルク）」「現代未来

H 31一、一H 32び温海地域の農地の保全 を目指 します。併 の学校給食使用率拡大） （人工蛛糸）」の糸のコラボレーションによる新たな商品開発

せて、焼畑 あつみかぶ栽培の伝統農法の継 高齢農業者が生きがいを持 って農業 を続 け られる環境準備 を推進す を模索する。

承 と再造林の推進 を図るため、森林再生循 るため、少量多品 目農産物でも流通できる、：組みつくりや、鳥獣による

しなの花活用プロジ
しなの花を活用した商品の販売支援（販促ツール作成補

助）や慶應先端研との連携による新商品の研究開発を支援

する。

H 31～H 33
環 システムの構築を 目指す取 り組みによ り 農作物被害の軽減に取組みます。併せて、産直組織の強化を図るため、

地域林業の振興を図 ります。
学校給食の温海産利用率の向上 と県境付近に整備 予定の道 の駅であ痕

ェクト

草葉、貴重な地域資準である国指定の鎧

線路義鄭 穣 適 意な轍 姦…の保存 ・継承に

努 めるとともに、新 たな商品開発や地域お

壷壷逸費に入れた複数ある組織の統合の検討 を進 めます。

③地域資源を活用 した農村集落の活性化
温海地域在来作物振

興事業

「焼畑あつみかぶ」「越沢三角そば」などの在来作物を活用

した地域振興に係る取り組みを支援する。
H 30～H 33

こ し協力隊の協力を得なが ら経営の安定 iこ しな織協同組合は経営基盤が非常に脆弱であり、・しな鹿由篠の売ハり上

努 め、地域の活性化 を図 りなが ら農村集落 jまを漁 ぽ しゃいくた めには、生産量を増やす取 り組み と合わせて、新商

中山間集落モデル農

林業実践事業

皆伐跡地での焼畑あつみかぶやワラビの栽培及び、その後

H 29～H 34
の維持 に努 めます。 品の開発や P R 、首都圏への販売に向けた戦略を強化 していく必要があ

ります。併せ て地域おこし協力隊の受入れにより組織体制の強化 を図 り

ます。さらに、しな織の後継者育成や資源確保の取 り組みに対 して支援

を行います。また、「羽越 しな布振興協議会」事業を支援 しなが ら、 し

の再造林と保育活動を一体的に展開する取り組みを支援す

る。

温海地域小ロット農 農家所得の向上と高齢農家の生きがいづくりを図るため、道

H 30～H 32な織 製品の価値を理解 していただ くために、製品になるまでのス トー リ 産物集荷システム整 の駅で実施している地域農産物の集荷体制を強化する。併

ーを PR L 、 しな織は高価 とい うイメー ジを払拭 します。未利用資源の

しなの花 を活用 した製品を開発 し、商品 としての 目途がたったことか

ら、その販売を支援 しながら新商品の開発にも支援 していきます。

備事業 せて、森の産直カーの再配置を支援する。

誓 r　 く誓■■三そこ二㌢ゾ ヨゝ離・霹＿1きた　か詰‾

お ■凱 ・■ 銅 表

鳥獣忌避作物栽培支 忌避作物栽培圃場と一般圃場における猿被害軽減比較を
H 3い一日34

　 1送▼一一
′．／′幣 ‘‾

、－．議．熊．箋■・、ぎ毒こなこき表二 塁三雲筆書等宗

援事業 調査検証するとともに、忌避作物の栽培を支援する。

産直組織活動基盤強

化事業

複数ある産直組織の一本化を検討する協議会を設‾立し、そ

の活動を支援する。
H 31一、′H 33

　　　 ・声音rJ　　　透窒㌔議

しな織まつりでの実演風景

　　 伝統農法で栽培される 「焼畑　　あつみかぶ」

′、一 寸、′′、 、L′‥、㌔早く、子



庚 轟 ‾淘 綾 射 線 挺白．治会機能・むコミ土子ティ＿拠点の機軸 封巳、

○施策の方向

地域内の集落が

機能を尊重 し、そ

たって自給機 能を

るととも■に、高齢

新たな情報伝達体

民 との対話 を重ね

取組みます。

0 主 な施策 ○具体的事業

有 している特色ある自治 （丑時代に即 した情報伝達手段の構築 巨 一・撃革率で∴／　　　　　　　 事業内容　　　　　　　 事業期酎

れぞれの集落が将来にわ 各 自治会において長年使用 してきた 「有線放送」設備が老朽化 し、維 各自治会において、情報伝達手段として長年使用してきた

鮨持できるように支援す 持管理に苦慮 している現状や人口減少、高齢化の進行等を踏まえ、課題 lC T を活用した課題　 r有線放送」設備が老朽化し、維持管理に苦慮している現状　 H 3卜 H 32

者 世帯の増加 を見据えた 解決手法として、 I C T を活 用 した 「生活支援サー ビスも統合 した新た 解決研究事業　　　 を踏まえ、課題解決手法としてIC T を活用した「新たな情報伝

制の構築を図るため、住 な情報伝達システム」の調査研究に官民連携 して取組みます。

②地域コミュニティの基盤強化

持続可能な集落の将来像を示す、「集落振興 ビジ ョントの策定を進め、

ビジ ョンに基づ く自治機能や地域 コミュニテ ィ活動の拠点施設を維持

達システム」の調査研究を行う。

ながら、その調査研究に 芸芳志 芸イ基盤 器 完芸 H 31～H 35

す る取 り組みを支援 します。また、自治会単位での活動を補完 し、広域

的な活動や交流の拠点 となっている施設については、その活用方法や管

理形態 を見直 した うえで、施設の機能強化 に取組みます。

公民館類似施設運 自治公民館規模に応じた公民館類似施設運営僧 動費補助 H 29～H 33

営 ・活動費補助金 金を交付し、地域のコミュニティ活動の活発化を促進する。

公民館類似施設整備 「集落振興ビジョン」に基づき実施する地域コミュニティ活動の H 29～H 33

費補助金 拠点施設を維持する取り組みを支援する。
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漆 ，・、港 三■施 ∴櫓 寵豊 かに暮 ら．し恕 けら九 番環境整備　 ′＿・■

○施策の方向 ○主な施策 ○具体的事業

住民が地域を離れ る一つの要因と推測 さ ① 資源を活か した地域活力の創造 、∴て＿二番楽率：‾‾‾ ∴　 事業内容 事業期間

れる通学 ・通勤 ・通院にお ける 「塵艶 二壁 温海地域内に存する遊休資産、特に廃校の利活用については、市場性 温海地域遊休資産等 遊休資産である廃校（旧山戸、福栄、五十川小学校）等につ

H 31′－H 33
閤掛 はスッ⊥バ ンデ l の緩和に取組む ととも の有無や実現性の高い事業スキームについて、想定 される事業者 との対 利活用に向けた市場 いて、ノウハウのある外部の捏案やスキルを活用し施設の有

に、地域が抱える遊休資産や地域を離れた 諸により検討を行い、その活用の実現を＿目指 します。また、地域を離れ
調査事業 効活用を図る。

人材 との関係性 を有効に活か し、それ らを た人材や交流のある人材 を関係人 口として、ふるさとを支援 していただ

温海ふるさとサポート

サイト開設事業 （関

地域活動㌣の参加呼びかけ、情報提供や交流などを行うプラ

ットフォームとして、温海ふるさとサポートサイト（仮称）を開設 H 31′－H 33

地 域活力の創造につなげる取 り組みに もチ

ャレンジします。併せて、集落コ ミュニテ

ィ活動 を促進 し、地域住民が将束にわ産′っ

く仕組みづ くりを進 めます。

②地域に即 した生活交通手段の確保
係人口の創出） する。

せ藍宏七続穂名東潅 よ う生活環境の維持向 縮小化される地域内の公共交通網の実情を考慮 し、新たな住民の 「足 r

温海地域公共交通網

形成事業

路線パス網縮小を見据え、新たな住民の「足」の確保を図る

H 30～H 33上 に努めます。

■－、絃昌′装束！ 蔓

絹、

の確保を図るため、鶴同市地域公共交通網形成計画 との整合及び地域住 ため、地域住民と対話を重ねながら、より最適な公共交通網

民 との対話に配慮 しなが ら、より最適な公共交通網形成を目指 します。

③次代を担 う人材への投資

高校生の通学におけるハンデの緩和を図るため、通学に要する費用に

対 し一定の支援を行 うとともに、地域コミュニテ ィ活動の奨励により、

「児童∴生藤ゐ醜 女重め醸歳」 「高齢恵 が生き謹 書と一㌔′らせ る環境づ く

必」を目指 します。

④高齢者 を地域で支えあう環境づ くり

形成を目指す。

遠距離通学高校生支

援事業

既存の「朝 日・温海地域高等学校等遠距離通学生徒交通費

補助金」事業を、人口減少対策の観点から発展的に制度改

正し、地域内人材の確保に資する。

H 31～H 33

世代間交流及び高齢

者笑顔創造奨励事業

「児童・生徒の郷土愛の醸成」r高齢者が生き生きと暮らせる

環境づくり」に資する自治会活動を支援する。
H 31～H 33

「語らい広場」事業

外出や買い物が困難になる、高齢者（世帯）を対象に、介護

H 31～H 33

鮮 邪 攣 ．
は√

外出や削 、物が困難になる、70 歳 以上の一人暮 らし、二人暮らしの方
予防活動と買い物支援を一体的に提供する。併せて、温海

奉 r｛蕗

惑 粟野 ．済 適 職 臨

．裏遠もノ■・r．凋

を対象に、介護予防活動 と買い物支援 を＝体的に提供す ることによ り、 地域内において移動販売を実施している事業者と連携し、多

住み慣れた地域でいつまでも生活できる環境を整備 します。併せて、温

海地域内において移動販売 を実施 している事業者 と連携 し、多様な主体

による支え合 う環境づ くりを検討 します。また、この取 り組みに元気な

様な主体による支え合う環境づくりを検討する。 ・

誓ノ高齢者に協力者 として関わっていただくことで、高齢者を支えあ う地域

づ くり：を推‾進 します。
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世代間の交流でかぶ漬体験
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